
都道府県がん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動についてのアンケート 結果全体概要 

 各都道府県のがん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動状況について、下記のとおり 47 都道府

県の部会委員から回答を得た（一都道府県一回答）。調査時期は、2013 年 11 月から 12 月である。複数

の検討会等を設置している都道府県については、より上位の会1つの活動を集計対象としている。 （n=47） 
 

 
【問１】貴都道府県では、がん情報提供・相談支援に関わる検討会等（がん診療連携拠点病院連絡協議

会情報提供・相談支援部会等）は設置されていますか。 
１）設置されている 42 

２）設置を検討中である 2 

３）設置されていない 3 

 
〔副問１〕その検討会等の責任者および主な出席者はどなたですか。 
A.責任者（複数回答） 

 
B. 主な出席者（複数回答） 

 

〔副問２〕下記の方法による部会の活動は１年にどのくらいの頻度で行っていますか。 
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副問 2－2）電話・メールの回数   
1 回 1 
2 回 1 
随時 21 
 
 
 
〔副問３〕現在重点的に取り組んでいるテーマ（活動）はどのようなものですか。（複数回答） 

 
 
 

【問２】貴都道府県ではがん相談支援センターの広報・周知活動について取り組んでいますか。 

取り組んでいる 41

検討中 2

取り組んでいない 3

回答無し 1

 
 
【問３】貴都道府県では相談件数のカウント方法の統一について取り組んでいますか。 
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補足事項 都道府県がん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動についてのご意見

1 北海道 ●
相談情報部会・がん専門相
談実務者会議

● がん相談支援情報室長 ● 副院長 ● ●
室長、課長補佐、師長、主
任、主事、副師長

●
北海道保健福祉部健康安全
局地域保健課がん対策・健
康づくりグループ

● 5 ●
随
時

● ● ● ● ● ● ●
行政との連携、患者団体との
関係づくり

●
パンフレット・地域の療養情報を作成し、関係機関へ無料送付、北海道
や各拠点病院ホームページに掲載、地域講演会・研修会で周知活動、
フェスタの開催

●
相談件数のカウント方法は、項目統一され毎年集計している。数え方は全国がん対策関係主管課長
会議資料に基づいて統一しているが、疑義解釈がなく、解釈について議論中である。また、相談支援
センターの業務内容について施設単位で異なるため、相談件数に施設間の差が生じている。

2 青森県 ― ● ホームページ、地域フォーラム、けんみん公開講座にて ●

3 岩手県 ○ ● ● ●
上記問１について、設置を検討中の段階で副問2、3は回答できませんのでよろしくお願いいたしま
す。

4 宮城県 ●
宮城県がん診療連携協議会　
患者相談部会

● 医師　総長(部会長) ● ● 2 ●
随
時

部会の下部組織「がん相
談実務者会議」

4 ● ● ● ● ● ● 事例検討会 ●
がん相談支援センターのチラシ、カードの作成、宮城県版がん情報
ポータルサイトの開設

◎

5 秋田県 ●
秋田県がん診療連携協議会　
がん相談員担当者会

●
秋田県がん診療連携協議会
会長、秋大病院長

● ●
秋大附属病院相談支援セン
ター長

● 2 ● ● ● ● ● 「秋田県のがん医療」冊子の作成配布 ◎

6 山形県 ●
山形県がん診療連携協議会　
がん患者相談室部会

● 副院長 ● ● 1 研修会 1 ● ● 年1回県庁だより（新聞へ掲載されるもの）に掲載依頼 ●
カウント方法については、大枠で決めた感じで各病院での判断が残っていると思います。

7 福島県 ●
がん診療連携拠点病院連絡
協議会相談支援部会

● 竹田綜合病院　副院長 ● ● ●
患者会の関係者、病院経営
課職員（県担当者との窓口）

● 4 ●
随
時

● ● 拠点病院紹介のチラシ作成 ―

8 茨城県 ●
茨城県がん診療連携協議会
相談支援部会

●
呼吸器外科部長兼病棟部長

● ● ● ● 県担当者、県医師会職員 ● 1 ● ● ポスター等による県内がん診療拠点病院がん相談支援センターの周知 ◎

9 栃木県 ●
栃木県がん診療連携協議会　
相談支援部会

● 事務局長補佐兼課長 ●
医療連携室長・係長
相談室長・係長　等

● 2 ●
随
時

● ● ● ●
地域の療養情報やがん情報とちぎ（HP）にどのように掲載するか、各病
院がどのように院外・外に周知しているか等の情報交換

―
相談における質的評価のツール（指標）について、検討いただき統一したものを示せるようにしてほし
い。一拠点病院・都道府県レベルで検討実施することは困難である。

10 群馬県 ●
群馬県がん診療連携拠点病
院連絡協議会情報提供・相
談支援部会

●
患者支援センター　副セン
ター長

● ● 2 ●
随
時

● ● ●
拠点病院実務者と県の担当
者の連携

●
平成２５年３月に、「群馬県がん対策推進計画」を策定し、取り組んでい
ます。

―

11 埼玉県 ●
埼玉県がん診療連携協議
会・情報連携部会・相談支援
作業部会

●
都道府県拠点病院副院長兼
相談支援センター長

● ● 3 ● ● ● 検診の案内パンフレットに相談支援センターをのせる方向で検討中 ―
都道府県拠点病院としては、活動を進めていかなければと考えているが、部会に参加している相談
員のモチベーションを上げるにはどうすればよいのか悩んでいる。県によって活動内容に差がある。

12 千葉県 ●
千葉県がん診療連携協議
会・相談支援専門部会

● 病院長　診療科部長 ● ●
相談支援センターセンター長
（室長）

● 2 ● ●
就労支援の実務化に向けて
の取組検討

● 県ＨＰ掲載、地域イベントでの出張がん相談など ―

13 東京都 ●
東京都がん診療連携協議会
相談・情報部会

●
相談・情報部会長　都立駒込
病院副院長

● ● 12 ●
随
時

● ● ● ● 相談支援のあり方、評価 ● パンフレット「相談支援センター　がん相談窓口」の配布 ○
都道府県がん診療連携拠点病院連絡
協議会情報提供・相談支援部会等の
国の検討結果を踏まえ（検討）。

（参考：「実務担当者会」もあり）

14 神奈川県 ● 相談支援部会 ● ● ● 4 ●
随
時

● ● ● 神奈川県HPでの広報 ◎
・相談件数のカウント方法について、以前から相談支援部会の中で課題に上がってきたが、国の方
針が出されるのを待ってから検討する予定で留保している。

15 新潟県 ● 情報連携部会 ● 長岡中央綜合病院　副院長 ● ● ● ● 1 ●
随
時

● ● ● ● がん連携パスの推進・統一 ●
県のホームページでの広報。一部地域での共同ポスターの行政・医師
会への掲示依頼。各支援センターの後方・周知活動応報の共有。地域
版患者必携作成中。

●
過去の連携部会で数回話題になり、解
釈について共通の認識を持った。

就労支援の具体的なマニュアルを検討していただきたい。

16 富山県 ●
がん診療連携協議会相談支
援部会

● ● ● ● ● 2 ●
随
時

● ●
事例検討会、地域支援フォー
ラム（10 /19開催）への協力

●
平成24年度「がん診療情報とやま　がんになったら知っておきたいこと」
を作成し、各病院に配付した。今年度は地域相談支援センター設置に
よる「がん診療情報とやま」の見直しを図っている。

◎

17 石川県 ●
石川県がん診療連携協議会　
研修連携部会

●
医師・がん高度先進医療セン
ター長/教授

● 医師 ● 1 ● 2 ● ● ●

相談支援センターの活動状
況、各医療機関の研修会実
施計画、クリティカルパスの
整備等。

●
石川県がん対策ホームページに拠点病院の役割や病院紹介を掲載し
ている。

●

石川県では部会と別に『石川県がん相談支援センター・相談員連絡会』を2回/年　対面式で開催して
いる。主な出席者は実務に関わる相談員で、拠点病院及び県が指定する病院（協力病院・推進病
院）が対象である。【問1】（1）副問3の4,5,6,7について取り組んでいる。具体的にはがん相談研修の企
画、各病院のがんに関するトピックの共有、困難事例の検討、情報提供・相談支援部会での協議内
容の報告である。

18 福井県 ●
福井県がん診療連携協議会　
情報連携部会　がん相談員
ワーキング

● ● ● 2 ● ● ●
各拠点病院の相談支援室の
取り組みに対する検証、検討

●
福井県立病院のHPを活用して広報（がん相談室のページを設けて広
報）、広報冊子を関係機関配布

―
「拠点病院に相談支援室が設置されていること」、「相談支援室の活動」について十分周知されておら
ず、院外はもとより、院内の患者等に対し、どのように周知を図っていくかが、課題となっている。（検
討会に参加する相談員の共通の悩みになっている）

19 山梨県 ●
がん診療連携拠点病院連絡
協議会・相談支援部会

● ● 医師 ● 院長 ● ● 医師 ● 院長 ●
連携センター配属の保健師、
看護師、MSW、県福祉保健部
健康増進課

● 3 ● ● ● ● 患者必携　山梨県版 ● 今年度は患者必携作成中、26年2月発行予定 ―

20 長野県 ●
長野県がん診療連携協議会
情報連携部会

●
医療福祉支援センター　セン
ター長

● ● ● 連携室事務職員 ● 1 ● ● ●

情報連携部会が中心となり県内がん医療情報冊子（がん相談支援セン
ターの情報を含む）を作り、病院ほか公共機関に配付し広報をおこなっ
ている。情報連携部会で、広報を工夫している施設の取り組みを発表し
てもらうなどして、良い点を取り入れるよう情報共有している。

―
話合いを持ったが、統一するところまで
至らなかった。

この部門の評価や均霑化は字面としては良いのですが、実際的にはなかなか難しい問題だと思いま
す。また、都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会情報提供・相談支援部会の会議でもう少し事
前に論点を絞った形で行えると良いと思います。

「都道府県がん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動についてのアンケート」結果          調査時期：2013年11月から12月

注）丸印等の意味について
●問１：検討会等が設置されている、副問A・B：項目に該当する、問2：広報・周知活動に取り組んでいる、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一済みである               　/　◎問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について議論中である　/　
○問1：検討会等の設置を検討中、問2：広報・周知活動について取り組もうと検討中である、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について取り組もうと検討中である　/　―問1：検討会等が設置されていない、問2：広報・周知活動に取り組んでいない、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について取り組んでいない

問1　検討会等の設置状況と名称
問３：相談件数のカウント方法の統一への
取り組み

副問１：A　検討会等の責任者 副問１：B　検討会等の主な出席者 副問２：検討会等の活動方法と頻度 副問３：検討会等で重点的に取り組んでいるテーマ（活動） 問２：広報・周知活動への取り組み

1/3
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補足事項 都道府県がん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動についてのご意見

「都道府県がん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動についてのアンケート」結果          調査時期：2013年11月から12月

注）丸印等の意味について
●問１：検討会等が設置されている、副問A・B：項目に該当する、問2：広報・周知活動に取り組んでいる、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一済みである               　/　◎問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について議論中である　/　
○問1：検討会等の設置を検討中、問2：広報・周知活動について取り組もうと検討中である、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について取り組もうと検討中である　/　―問1：検討会等が設置されていない、問2：広報・周知活動に取り組んでいない、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について取り組んでいない

問1　検討会等の設置状況と名称
問３：相談件数のカウント方法の統一への
取り組み

副問１：A　検討会等の責任者 副問１：B　検討会等の主な出席者 副問２：検討会等の活動方法と頻度 副問３：検討会等で重点的に取り組んでいるテーマ（活動） 問２：広報・周知活動への取り組み

21 岐阜県 ●
岐阜県がん診療連携拠点病
院協議会患者相談専門部会

●
医師・医療連携センター副セ
ンター長・情報管理・病診連
携部門副部門長：部会長

● ● 部会長 ● 保健医療課のがん対策担当 ● 2 ●
随
時

● ● ●
「ぎふがんねっと」に掲載依頼
するがん情報

● 県内拠点病院共通の広報用リーフレット・ポスターの製作・配布 ●

22 静岡県 ●
がん相談支援センター担当
者会議

● ● ● 1 ● 1 ● 相談員の相談スキルアップ ●
県がん診療連携拠点病院協議会で広報相談員ワークショップの開催　
出張よろず相談会の開催

―

23 愛知県 ●
愛知県がん診療連携協議会　
相談支援部会

● ● 副院長 ● ● 相談支援センター長 ● 1 ● ●
新聞主要4紙への「広報あいち」への掲載、県ホームページ「インター
ネット事務局」への掲載

◎

24 三重県 ●
三重県がん診療連携協議会
がん相談支援部会

●
部会の実務は県拠点で行っ
ているが、責任者は定めてい
ない

● ● 3 ●
随
時

● ● ● ● ● がん診療ガイドの作成、県HPでの広報 ―

25 滋賀県 ●
滋賀県がん診療連携協議会　
相談支援部会

● 副院長、部会長 ● ● 患者会、関係団体、行政等 ● 3 ● ● 滋賀県がん診療連携協議会ＨＰへの掲載、イベント等を利用した広報 ○

現在、国の補助金交付要綱においてがん相談件数が補助金算定要件の一部となっていることからし
て全国レベルでカウント方法の統一が図られる必要があると考えます。
都道府県毎に相談件数のカウント方法を統一しても補助金算定上の公平性を担保できないと考えま
す。

26 京都府 ●
京都府がん医療戦略推進会
議相談支援部会

●
京都市立病院　地域医療連
携室長

● ●

地域医療連携室副室長、看
護副部長、診療部外科部長、
がん診療推進室主事、看護
部長室副看護師長、地域医
療推進部主任、がん相談支
援センター福祉相談室主任
ＭＳＷ、地域医療推進部主任
看護師、がん相談支援セン
ター主任、緩和ケア認定看護
師、等

●

都道府県地域統括相談支援
センター（京都府がん総合相
談支援センター）京都府健康
対策課・事務局

●
3
～
4

●
随
時

会議、研修会 ● ● ● ● 京都府版ＱＡ集作成検討等 ● 地域の療養情報（京都府がん情報ガイド）による周知 ―
平成２２年度に相談件数のカウント方
法について情報共有した。

・京都府がん医療戦略推進会議相談支援部会では、各施設での課題や困難事例なども対応強化も
含め、京都府版のＱＡ集の作成の検討中、相談員向けの研修会（平成２３年度から開催）、がん医
療・療養関係冊子の新規作成に向けて検討中であり、そのような取り組みを通して、相談支援線セン
ターの情報共有を強化し、相談支援の均てん化を進めている。
・相談記録形式やカウント方法については、各都道府県で検討を重ねて共有化をはかることで、がん
相談についてのデータを蓄積し、全国のがん相談支援センターの質の向上やがん対策につなげてほ
しい。
・平成２５年度の第２回の当相談支援部会に都道府県地域統括相談支援センター（京都府がん総合
相談支援センター）が参加し、府内の相談支援センターの連携支援や情報集約、当相談支援部会の
運営を担ことで、運営が強化された。
・各都道府県の活動内容については、「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会・情報提供・相
談支援部会」において、共有し、各都道府県で標準化できるところは、検討をお願いしたい。

（参考：「京都府がん対策推進府民会議　情報提供充実対策部会」もあり）

27 大阪府 ●
大阪府がん診療連携協議会　
相談支援部会

●
診療局長、相談支援センター
部会長

●

現在は１）であるが会議とセミ
ナーをわけ、２）に移行検討
中 ● 2 ● ● ● ホームページ ―

28 兵庫県 ●
がん相談支援センター実務
者会議

●
兵庫県がん診療連携協議会　
情報連携部会長

● ● 4 ● ● 相談スキル向上 ― ―

29 奈良県 ●
奈良県がん対策推進協議会　
相談支援・情報提供部会

● 主幹・看護副部長 ● ● 主幹・看護副部長 ●

薬剤師会理事、市町村看護
職員連絡協議会会長（保健
師）、
保健所健康増進課課長（保
健師）、労働局職業安定部職
業対策課課長、　公募委員
（患者）、県保健予防課がん
対策係員

● 3 ●
随
時

● ● ● ●
就労に関する取組として研修
会開催の検討

●

チラシ・冊子の配布やポスターの掲示
県内の主な医療機関、保健所、調剤薬局など　がん関連の研修会や講
演会での配布
拠点病院での相談支援センター利用者状況調査　
県ホームページ、ポータルサイト内での案内

◎

（参考：相談支援・情報提供部会と相談支援部会分科会がある）
■奈良県がん対策推進協議会　相談支援・情報提供部会
・H23年度　がん相談のためのサポートガイドを作成　県内の医療機関、保健所、調剤薬局、訪問看
護ステーション、相談支援・情報提供部会委員等に配布
・H25年度　がん患者さんのための療養ガイド（仮称）作成中。
・H25年度　がん情報ポータルサイトを作成中。

●奈良県がん診療連携協議会　相談支援・情報提供分科会
・ メンバーは６の拠点病院の相談員、１の保健所の保健師、県がん対策係員
年4回定例で会議 
・活動は主に拠点病院間の連携に関すること
・相談件数のカウントの統一（各相談支援センターの情報交換）
・患者サロン運用に関する情報交換、サロン参加
・相談員のスキルアップのための活動　(研修会の企画と実施　事例検討)
・がん対策推進協議会　相談支援・情報提供部会活動に連携協力
                  療養ガイド（仮称）作成　　がん情報ポータルサイト作成
　　　　　　　　相談支援広報・周知取り組みのチラシ作製・利用状況調査
　　　　　　　　ピアサポーター養成研修会での講師

30 和歌山県 ●
和歌山県がん診療連携協議
会地域連携・相談支援部会

● 第一外科准教授 ● ●
地域連携室・がん相談支援
室室長　等

●
副院長、放射線
科部長、外科部
長、消化器科部
長　等

● 1 ●
随
時

● ● ●
５大がんの地域連携クリティ
カルパスの見直し

● 県ホームページに連絡窓口一覧表を掲載 ●

31 鳥取県 ― ●
県のホームページでポスターを掲示している。６つのがん診療連携拠点
病院内でポスターを掲示している。

―

32 島根県 ●
島根県がん診療ネットワーク
協議会　がん相談部会

● ● ● 3 ●
随
時

● ● ● ● ● 各圏域、各病院ごとに開催されるイベントで周知活動 ○

・県内のがん相談員の資質向上にむけた研修会を企画するうえで、各病院の強化事業費ではなく、
県の事業費として活用できるようにしていただきたい。
・隣接した県への受診行動を考慮して、相談員の連携を図るために県単位ではなく、ブロック単位な
ど広域で協議する場が必要と思われる。ブロックが抱える課題の共有と可視化を検討する必要があ
る。
・研修会でのファシリテーターの育成が求められる。
・研修の企画運営は、担当者にとって負担感が大きいので、講師派遣やプログラムなどについて、国
立がん研究センター等のサポートを検討していただきたい。

33 岡山県 ●
岡山県がん診療連携協議会　
がん相談支援部会

● 副センター長 ● ●
3
～
4

●
随
時

広報活動 ● ● ● ● ● ●
リーフレット・ポスターの作成・配布、訪問看護ステーション等多職種へ
の広報活動、地域のイベントへの参加

◎

34 広島県 ● がん医療相談員意見交換会 ● 不在 ● ● 患者団体（1つ）広島県 ● 3 ● ● ● ● 市民講演会での広報 ●
当県では、実務者中心の集まりである。責任者も明確にはおらず、担当病院がその回の責任はある
が全体の責任者は不在である。
今後は、部会長が責任者になるのでしょうが。

35 山口県 ●
山口県がん相談支援セン
ター協議会

●
皮膚科教授・がん相談支援
室長

● ● 3 ● ― ● 一旦統一しその後の検証は未実施。
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補足事項 都道府県がん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動についてのご意見

「都道府県がん情報提供・相談支援に関わる検討会等の活動についてのアンケート」結果          調査時期：2013年11月から12月

注）丸印等の意味について
●問１：検討会等が設置されている、副問A・B：項目に該当する、問2：広報・周知活動に取り組んでいる、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一済みである               　/　◎問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について議論中である　/　
○問1：検討会等の設置を検討中、問2：広報・周知活動について取り組もうと検討中である、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について取り組もうと検討中である　/　―問1：検討会等が設置されていない、問2：広報・周知活動に取り組んでいない、問3：都道府県内で相談件数のカウント統一について取り組んでいない

問1　検討会等の設置状況と名称
問３：相談件数のカウント方法の統一への
取り組み

副問１：A　検討会等の責任者 副問１：B　検討会等の主な出席者 副問２：検討会等の活動方法と頻度 副問３：検討会等で重点的に取り組んでいるテーマ（活動） 問２：広報・周知活動への取り組み

36 徳島県 ●
徳島県がん診療連携協議会　
情報提供相談支援部会

●
副院長 地域医療連携セン
ター長

● ● ● 1 ● ● ● ● 徳島がん対策センターホームページにて広報 ―
相談件数のカウント方法を統一するのであれば、都道府県レベルでなく国レベルでの統一を行って
欲しい。

37 香川県 ●
香川県がん診療連携協議会 
相談支援部会

●
高松赤十字病院副院長　（部
会長）

●

各施設に任されている。大半
は相談支援分野の責任者で
あるが、病院の幹部職員の
場合もあり。

平成25年4月より緩和医
療･相談支援部会より相
談支援部会として分離。
部会は未。

● ● ● ●
香川県がん診療連携協議会HP・パンフレット(各施設･つながるネット
他）・香川県広報誌･地域コミニティ誌･地域の図書館

―

38 愛媛県 ●
緩和ケア相談支援のあり方
に関する委員会

● 患者・家族総合支援室長 ● ●
2
～
4

●
随
時

● ● ●
がんサロン担当者の交流・検
討会

○
愛媛県がん対策推進委員会の下部組織として、愛媛県がん相談支援
推進協議会を設置し、取り組みを検討する予定。

―

県全体の相談支援の質向上のために、検討会活動等を通じて拠点病院同士が連携していくことは重
要であるが、現場担当は現場での仕事を抱えながらであるために、このような検討会組織づくりを含
めた運営は負担が大き過ぎる。そのため、県の担当者や県のがん対策推進委員会など上部組織を
巻き込み、現場と連動するようなしくみづくりが必要であると考える。

39 高知県 ● がん相談員意見交換会 ● 医事課長 ● 高知県 ● ● 4 ● ● ● ● ポスター、カードの作成 ―
高知県の働きかけにより平成25年より県下のがん拠点病院の相談支援担当者及びがん相談セン
ターの方が一堂に会し、意見交換・情報収集を行っている。また、最近は事例検討も行っている。

40 福岡県 ●
地域連携・情報専門部会　相
談支援ワーキンググループ

●

情報提供・相談支援の担当で
ある都道府県がん診療連携
拠点病院の相談支援係長
が、全拠点病院の代表の意
見を取りまとめているが、内
容に関しては、必ず地域連
携・情報専門部会に諮って、
承諾を得ている。）
　責任者：地域連携・情報専
門部会長：九州がんセンター
副院長
　実務責任者：都道府県がん
診療連携拠点病院がん相談
員：相談支援係長（看護師
長）

●
MSW／相談支援係長・主任・
主査など

●
2
～
3

●
随
時

● ● ●

・2月に予定している市民公開講座では、がん相談支援センターを知っ
てもらうことを目的としている。
・福岡県のHPや検診啓発パンフレットにがん相談支援センター一覧を
掲載している。

―

41 佐賀県 ●
がん診療連携拠点病院相談
支援センター連絡会

● ● ●
3
～
4

● ● ●
各病院ごとにがん相談室のポスター・チラシの作成と、関係機関への配
布等しているが、県として統一した活動はしていない。

― 他県の検討会等の活動内容や状況について教えていただきたいと思います。

42 長崎県 ●
長崎県がん診療連携協議会　
相談支援・診療連携部門

●
准教授・地域医療連携セン
ター副センター長

● ●
准教授・地域医療連携セン
ター副センター長

● 1 ●
随
時

● ● ● ● ― ●

基本的な活動としては、年１回の協議会（実務者会議）、がん相談員研修会（年２回）であり、その他
はMLを活用している。年２回、相談実績・問題点などを報告し、情報を共有している。
また、相談員研修プログラムや療養情報の作成（長崎県版「患者必携」）等については、それぞれ担
当者が集まり、検討を行っている。
集まりは最小限度に止め、メール等でやりとりしている。

43 熊本県 ●
熊本県がん診療連携協議会
相談支援・情報連携部会

● ● ● ● ● 4 ● ● ● ●
熊本県がん診療連携クリティ
カルパスの普及

○ がん専門相談員研修会にて実践に向けて検討する予定である。 ○
熊本県では、がん診療連携協議会相談支援・情報連携部会の下に「がん専門相談員ワーキンググ
ループ」を設置し、対面式で年4回開催、上記副門3のテーマについて重点的に取り組むとともに、県
内の診療連携拠点病院のがん専門相談員研修会を年2回開催している。

44 大分県 ○ 情報提供・相談支援部会 ● 検討中 ● 検討中 検討中 ●
検討中１）～６）のすべてが検
討できるとよい

●
相談支援センターの実務者の情報交換会に県の健康対策課の方に出
席していただき広報について検討。県のホームページなどでの広報協
力をしていただいている。

○
シートを統一しており、カウント方法も
統一しているはずですが、現状ではで
きていない。

45 宮崎県 ― ― ● リレーフォーライフへの参加など ―

46 鹿児島県 ● がん相談支援センター部会 ● ● ● ● 3 ●
随
時

● ● ● ● ● 市民公開講座 ◎

47 沖縄県 ● 相談支援部会 ● ●
医療支援部総合相談セン
ター長兼沖縄県医療ソーシャ
ルワーカー協会会長

● ● ●

がんセンター長（医師）・ピア
サポーター（がんサバイ
バー）・患者さん・　介護支援
専門員・　認定看護師

● 4 ●
随
時

活動内容により各々ワー
キンググループ（対面）を
開催

3
～
4

● ● ●

①県がん診療連携協議会ホームページへの掲載、②県庁ホームペー
ジへの掲載、③相談支援センターのポスター作成・掲示（院内・院外）、
④チラシの作成・配布（院内設置、医療機関、市民向けイベント時、地
域統括相談センター等各種相談機関）、⑥ラジオ出演、⑦新聞への掲
載

●
H21.6.22厚労省健康局事務連絡に準
ずる。

相談支援部会が担当するテーマ（課題）が同じなのか、とりまとめる事務局をどういう立場（職種や職
場）の方が担っているのか、全国の取り組みを伺ってみたい。
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